
数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 次の□にあてはまる数を求めなさい。

（１）□＋１７＝３０ （２）□÷４＝２８

１
３ ×□ ＝７ （４）□÷４－７＝３（ ）

３

２ 次の式を，文字の式の表し方にしたがって書きなさい。

（１）χ×１１ （２）χ×（－２）×ｙ

（３）χ÷（－５）

３ ａ＝３のとき，次の式の値を求めなさい。

１２
（１）５－３ａ （２）

ａ

４ χ＝－６のとき，次の式の値を求めなさい。

（１）３χ＋５ （２）９－２χ （３）－χ－７

５ 次の式の値を求めなさい。

（１）ａ＝３，ｂ＝－５のとき，２ａ ｂ÷８ａｂ×（－４ｂ）の値２

の値（２）ａ＝ ， ｂ＝ のとき ，２（ａ－ｂ）－３（ａ＋ｂ）
１ １

２ ３



＜準備問題①・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」

１（１）１３ （２）１１２ （３）２１ （４）４０

２（１） １１χ （２）－２χｙ

χ １
（３） － または － χ

５ ５

３ （１）－４ （２）４

【解説】

（１）５－３ａ＝５－３×３＝５－９＝－４

（２）１２÷ａ＝１２÷３＝４

４ （１）－１３ （２）２１ （３）－１

【解説】

（１）３χ＋５＝３×（－６）＋５＝－１８＋５＝－１３

（２）９－２χ＝９－２×（－６）＝９＋１２＝２１

（３）－χ－７＝－（－６）－７＝６－７＝－１

１３
５ （１）１５ （２）－

６

【解説】

２ａ ｂ×（－４ｂ）２

（１） ２ａ ｂ÷８ａｂ×（－４ｂ）＝ ＝－ａｂ２

８ａｂ

ａ＝３，ｂ＝－５を代入して，－ａｂ＝－３×（－５）＝１５

（２）式を簡単にして

２（ａ－ｂ）－３（ａ＋ｂ）＝２ａ－２ｂ－３ａ－３ｂ＝－ａ－５ｂ

１ １ １ ５ ３ １０ １３
－ａ－５ｂ＝－ －５× ＝ － － ＝ － － ＝－

２ ３ ２ ３ ６ ６ ６



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」＜準備問題②＞

組 番 名前

１ 次の一次方程式を解きなさい。

（１）χ－７＝２１ （２）０５χ＝７.

２χ－３
（３）２（χ－１）－５＝３３ （４）５－ ＝ ４

３

２ 次の等式を 〔 〕内の文字について解きなさい。，

（１）χ－ｙ＝５ 〔ｙ〕 （２）Ｓ＝ａｈ 〔ａ〕

３ 次のχにあてはまる数を求めなさい。

（１）７５から，ある数χの５倍の数をひいたら３０になった。

（２）５０円切手１５枚と８０円切手χ枚を購入したら１０７０円になった。

４ １個９０円のりんごと１個５０円のみかんを，あわせて２０個買ったところ，１４４０円でし

た。

このことについて，次の問いに答えなさい。

（１）買ったりんごの個数をχ個として方程式をつくりなさい。

（２）前問（１）で作った方程式を解き，それぞれの個数を求めなさい。



＜準備問題②・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」

１ （１） χ＝２８ （２）χ＝１４ （３）χ＝２０ （４）χ＝３

【解説】

（１） χ－７＝２１ （２） ０ ５χ＝７.
χ＝２１＋７ 両辺に１０をかけて ５χ＝７０

χ＝２８ χ＝１４

（３） ２（χ－１）－５＝３３ （４） 両辺に３をかけて分母を払うと

２χ－２－５＝３３ １５－２χ＋３＝１２

２χ＝４０ －２χ＝１２－１５－３

χ＝２０ －２χ＝－６

χ＝３

Ｓ
２ （１）ｙ＝χ－５ （２）ａ＝

ｈ

または ｙ＝－５＋χ

３ （１）χ＝９ （２）χ＝４

【 】解説

（１）７５－５χ＝３０

－５χ＝３０－７５

－５χ＝－４５

χ＝９

（２）８０χ＋７５０＝１０７０

８０χ＝１０７０－７５０

８０χ＝３２０

χ＝４

４ （１） ９０χ＋５０（２０－χ）＝１４４０

（２） りんご１１個， みかん９個

【解説】

りんごをχ個とするとみかんは（２０－χ）個になり，方程式をつくると

９０χ＋５０×（２０－χ）＝１４４０

９０χ＋１０００－５０χ＝１４４０

４０χ＝４４０

χ＝１１

みかんは（２０－χ）個だから，２０－１１＝９となる。

答え りんご１１個，みかん９個



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の文章を読み， にあてはまる言葉を入れなさい。

・２つの文字をふくむ一次方程式を ① 一次方程式といいます。

・この ① 一次方程式にあてはまる文字の値を，その方程式の ②

といいます。

次の表は，３χ＋２ｙ＝２４ を成り立たせるχ，ｙの値の組を表したものです。それぞれの空２

欄の（ア）～（エ）にあてはまる値を入れなさい。

χ １ ２ ３ ４ ５ ６

（ ）（ ）（ ） （ ）ア イ ウ エ
９

ｙ
２１

２ ２

３ 次の連立方程式のうち （χ，ｙ）＝（３，２）が解になっているのはどれですか。，

２χ＋ｙ＝８ ３χ－ｙ＝７
（１） （２）

χ－２ｙ＝－１ ５χ－２ｙ＝１

３χ－２ｙ＝－１
（３）

χ＋２ｙ＝７



＜基本問題・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」

二元 ② 解１ ①

１５
２（ア）９ （イ） または ７ ５ （ウ）６ （エ） ３.

２

【解説】

３χ＋２ｙ＝２４ にχの値を代入してｙを求める。

（ア）３×２＋２ｙ＝２４ （イ）３×３＋２ｙ＝２４ （ウ）３×４＋２ｙ＝２４

２ｙ＝２４－６ ２ｙ＝２４－９ ２ｙ＝２４－１２

２ｙ＝１８ ２ｙ＝１５ ２ｙ＝１２

ｙ＝９ ｙ＝６
１５

（エ）３×６＋２ｙ＝２４ ｙ＝
２

２ｙ＝２４－１８

２ｙ＝６

ｙ＝３

３ （１）

【解説】

（１）～（３）の連立方程式に（χ，ｙ）＝（３，２）を代入する。

（１） ６＋２＝８ で等式が成り立つ。 （２） ９－２＝７ で等式が成り立つ。

。 。３－４＝－１ で等式が成り立つ １５－４＝１１ で等式が成り立たない

（３）９－４＝５ で等式が成り立たない。

３＋４＝７ で等式が成り立つ。

したがって，連立方程式の解になっているのは，２つの等式が成り立つ時だから（１）



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の連立方程式を解きなさい。

２χ＋５ｙ＝－２ ３χ＋５ｙ＝－１
（１） （２）

２χ－ｙ＝１０ ５χ－３ｙ＝２１

５χ－ｙ＝１３
（３）

ｙ＝３χ－５

２ ２種類の缶詰Ａ，Ｂがあります。Ａを５個，Ｂを３個買うと１９３５円，Ａを２個，Ｂを４個買

うと１７４０円になります。缶詰Ａ１個，Ｂ１個の値段は，それぞれいくらか求めなさい。

３ ２けたの正の整数があります。その整数は，各位の数の和の５倍より２大きく，また，十の位の

数と一の位の数を入れかえてできる２けたの数は，もとの整数よりも９大きくなります。もとの整

数を求めなさい。



＜応用問題①・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」

１（１） （χ，ｙ）＝（４，－２） （２） （χ，ｙ）＝（３，－２）

（３） （χ，ｙ）＝（４，７）

【 】解説

（１） （１）別解

２χ＋５ｙ＝－２ ２χ－ｙ＝１０ ２χ＋５ｙ＝－２

－）２χ－ ｙ＝１０ ｙ＝２χ－１０ ２χ＋５（２χ－１０）＝－２

６ｙ＝ －１２ ２χ＋１０χ－５０＝－２

ｙ＝－２ １２χ＝－２＋５０

２χ－（－２）＝１０ １２χ＝４８

２χ＝８ χ＝４

χ＝４ ｙ＝２×４－１０

（χ，ｙ）＝（４，－２） ｙ＝－２ （χ，ｙ）＝（４，－２）

（２） ３χ＋５ｙ＝－１・・・① （３） ５χ－ｙ＝１３・・・①

５χ－３ｙ＝２１・・・② ｙ＝３χ－５ ・・・②

ｙを消去します 代入法で解くと

①×３－②×５ ５χ－（３χ－５）＝１３

９χ＋１５ｙ＝－３ ５χ－３χ＋５＝１３

＋）２５χ－１５ｙ＝１０５ ２χ＝１３－５

３４χ ＝１０２ ２χ＝８

χ＝３・・・③ χ＝４ ・・・③

③を①に代入して ③を②に代入して，

３×３＋５ｙ＝－１ ｙ＝３×４－５

５ｙ＝－１０ ｙ＝７

ｙ＝－２ （χ，ｙ）＝（４，７）

（χ，ｙ）＝（３，－２）



２ Ａ１個 １８０円

Ｂ１個 ３４５円

【 】解説

缶詰Ａをχ円，缶詰Ｂをｙ円とすると，

５χ＋３ｙ＝１９３５・・・①

２χ＋４ｙ＝１７４０・・・②

①×２－②×５

１０χ＋ ６ｙ＝３８７０

－）１０χ＋２０ｙ＝８７００

－１４ｙ＝－４８３０

ｙ＝３４５・・・③

③を②に代入して，

２χ＋４×３４５＝１７４０

２χ＋１３８０＝１７４０

２χ＝３６０

χ＝１８０

（χ，ｙ）＝（１８０，３４５）

３ ６７

【 】解説

十の位の整数をχ，一の位の整数をｙとすると，

１０χ＋ｙ＝５（χ＋ｙ）＋２・・・① χ＝６を③に代入して

１０ｙ＋χ＝１０χ＋ｙ＋９ ・・・② ５×６－４ｙ＝２

①より，５χ－４ｙ＝２・・・③ －４ｙ＝２－３０

②より－９χ＋９ｙ＝９・・・④ －４ｙ＝－２８

③×９－④×４より ｙ＝７

４５χ－３６ｙ＝１８ （χ，ｙ）＝（６，７）

＋）－３６χ＋３６ｙ＝３６

９χ ＝５４

χ＝６



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ 次の連立方程式を解きなさい。

２（χ＋ｙ）＝χ－１１

ｙ－ ＝－６
χ－５

２

２ 連立方程式

ａχ＋ｂｙ＝８
の解がχ＝－３，ｙ＝２であるとき，ａ，ｂの値を求めなさい。

ｂχ＋ａｙ＝３

３ 次のア，イの連立方程式の解は同じです。このとき，ａ，ｂの値を求めなさい。

５χ＋３ｙ＝－５ ３χ－２ｙ＝１６
ア イ

ａχ－ｂｙ＝－１１ ｂχ＋ａｙ＝１３

４ 次の連立方程式を解きなさい。

３χ－ｙ＋ｚ＝－１４

χ＋５ｙ－ｚ＝２

χ－３ｙ＋２ｚ＝－５



＜応用問題②・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「文字を用いた式」

１ （χ，ｙ）＝（３，－７）

【 】解説

← それぞれの等式を簡単にしてから，２（χ＋ｙ）＝χ－１１･････①

加減法を利用します。
ｙ－ ＝－６ ･････②

χ－５

２

①を簡単にすると χ＋２ｙ＝－１１・・・・③

②の両辺に２をかけて分母を払うと

－χ＋２ｙ＝－１７・・・・④

③＋④ χ＋２ｙ＝－１１

＋）－χ＋２ｙ＝－１７

４ｙ＝－２８

ｙ＝－７・・・⑤

⑤を③に代入してχを求める。

χ＋２×（－７）＝－１１

χ－１４＝－１１

χ＝３

２ ａ＝－６，ｂ＝－５

【 】解説

ａχ＋ｂｙ＝８ ・・・①

ｂχ＋ａｙ＝３ ・・・②

χ＝－３，ｙ＝２を①，②に代入して式を簡単にする。

－３ａ＋２ｂ＝８ ・・・③

２ａ－３ｂ＝３ ・・・④

③×３＋④×２

－９ａ＋６ｂ＝２４

＋） ４ａ－６ｂ＝ ６

－５ａ ＝３０

ａ＝－６

ａ＝－６を③に代入してｂを求める。

－３×（－６）＋２ｂ＝８

２ｂ＝８－１８

２ｂ＝－１０

ｂ＝－５



３ ａ＝－３，ｂ＝－１

【 】解説

ア ５χ＋３ｙ＝－５ ・・・① イ ３χ－２ｙ＝１６ ・・・③

ａχ－ｂｙ＝－１１ ・・・② ｂχ＋ａｙ＝１３ ・・・④

ア，イを同時に成り立たせるχとｙは，

①，③による連立方程式の解となる。

①×２＋③×３ １０χ＋６ｙ＝－１０

＋） ９χ－６ｙ＝ ４８

１９χ ＝ ３８

χ＝２ ・・・⑤

⑤を①に代入してｙを求める。

５×２＋３ｙ＝－５

３ｙ＝－５－１０

３ｙ＝－１５

ｙ＝－５ ・・・⑥ （χ，ｙ）＝（２，－５）

⑤と⑥をアの②，イの④に代入してａとｂを求める。

χ＝２，ｙ＝－５を代入して簡単にする。

２ａ＋５ｂ＝－１１ ・・・⑦

－５ａ＋２ｂ＝１３ ・・・⑧

⑦×５＋⑧×２ １０ａ＋２５ｂ＝－５５

＋)－１０ａ＋ ４ｂ＝ ２６

２９ｂ＝－２９

ｂ＝－１ ・・・⑨

⑨を⑦に代入してａを求める。

２ａ＋５×（－１）＝－１１

２ａ－５＝－１１

２ａ＝－６

ａ＝－３



４ （χ，ｙ，ｚ）＝（－５，２，３）

【 】解説

χ，ｙ，ｚの３つの文字を含む連立方程式と考えて，その解き方を考えます。

３つの式のうち２つの式を組み合わせて，①の両辺と②の両辺をそれぞれ加えるとｚの文字が

消去されて，χとｙについての二元一次方程式になります。

３χ－ｙ＋ｚ＝－１４・・・①

χ＋５ｙ－ｚ＝２ ・・・②

χ－３ｙ＋２ｚ＝－５・・・③

①＋②でｚを消去する。

３χ－ ｙ＋ｚ＝－１４

＋） χ＋５ｙ－ｚ＝ ２

４χ＋４ｙ ＝－１２

両辺を４でわって

χ＋ｙ＝－３・・・④

同様に②×２＋③でｚを消去します。

２χ＋１０ｙ－２ｚ＝４

＋） χ － ３ｙ＋２ｚ＝－５

３χ＋７ｙ ＝－１ ・・・⑤

④と⑤を連立方程式として解き，χ，ｙの値を求めます。

χ＋ ｙ＝－３ ・・・④

３χ＋７ｙ＝－１ ・・・⑤

④×３－⑤でχ，ｙを求める。

３χ＋３ｙ＝－９

－） ３χ＋７ｙ＝－１

－４ｙ＝－８

ｙ＝２ ・・・⑥

⑥を④へ代入してχを求める。

χ＋２＝－３

χ＝－５ ・・・⑦

⑥，⑦を①に代入してｚを求める。

３×（－５）－２＋ｚ＝－１４

－１５－２＋ｚ＝－１４

ｚ＝３


